
 

 

 

 

 

 

新緑が萌え、こいのぼりが空を泳ぐ気持ちのよい５月。相生の港では、近づくペーロン祭り

に向けペーロン競争の威勢の良い掛声が聞こえてくる季節になりました。 

さて、今回のＴＴＡＫ新聞は、医事課の中津純子さんが日本静脈経腸栄養学会で 

発表されました。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：中津さん、こんにちは。今回このような発表に至った 

いきさつは？ 

Ａ：はい。私は NSTのメンバーとして毎週ランチタイム 

ミーティングに出席していますが、その話し合いの中で 

院内 LANを利用してNST回診のデータのやり取りが 

できないか、フルオート化にできないか、という意見が 

以前から出ていました。 

そして、実際これを実現させるため、約１年かけて NST 

活動支援システムを構築していきました。 

まだ完成ではありませんでしたが、経過報告という意味で発表することとなりました。 

院内 LAN（ネットワーク）の整備やシステムについては電算の方の専門なのですが、その方は NSTの 

メンバーではありませんでしたので、同じ事務グループということで、私の名前があがったようです。 

またランチタイムミーティングの議事録の作成を担当しており、システム化に向けての活動の経緯も 

把握しているということもあったため、このような機会をいただき発表することになりました。 

 

Ｑ：ＮＳＴというのは、前担当医が立ち上げた栄養サポートチームのことですね。 

当院でも他職種のコメディカルによって患者様の栄養面でのサポートを行うため、昼食の時間を使って 

勉強を行うランチタイムミーティングや週一回のＮＳＴ回診など積極的に取り組んでいますね。 

学会での発表はどうでしたか？ 

Ａ：学会と名のつくものはたくさんありますが、医事課の私には関係のないことだと思っていました。 

ましてや発表することなど全く考えてもみませんでしたので、どのようなものか全く知らないまま、 

二日間という期間もあっという間に過ぎていってしまいました。 

今回の学会には当院から 10名の方が出席しました。他部門の方々と行動を共にするというのも初めて 

でしたので、新鮮で興味深い話もたくさん聞くことができ、貴重な体験をさせていただいたと感じて 

います。 
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私の発表は一日目の午前中だったので、交通機関の都合から会場への到着も 

ぎりぎりになってしまいました。 

受付時間も過ぎており、すぐ順番がやってきて落ち着く間もなく発表を行いました。 

質問はいくつかありましたが、簡単なものだったので少しほっとしました。 

発表の内容については院内 LANを用いたシステム化ということでしたが、電子カルテ 

を導入されている医療機関には既に備わっているシステムであるために関係のない話 

Ａ：であり、また LAN環境を整備されていなければこれも関係のない話なので、関心をもたれた医療機関は 

もしかしたら少なかったのではないかと思いました。 

しかし、当院の LAN環境を最大限に生かしてNST活動の効率化・時間短縮などを目指したすばらしい 

取り組みではないかと思っています。 

将来はこのシステムを応用し他の活動にも利用できると思いますし、それにより播磨病院全体の活性化に 

つながっていくのではないかと考えられます。 

 

Ｑ：今後の抱負などをお願いします。 

Ａ：NSTとしては、もっと多くの方にランチタイムミーティングに参加していただきたいです。 

毎週、講師の方によるレクチャー（１月からはリハビリの松田さんも講師となっています）もたいへん 

ためになると思います。わたしが聞くより、実際に携わっている方々に聞いていただきたいです。 

何より、このランチライムミーティングのために毎週スライドを準備してくださっている講師の方々の 

熱意を感じていただけたらと日々思っています。 

医事課としては、平成 18年 4月の保険点数改正を受けて、みなさんが日々患者様のためにしている 

行為を少しでも多く点数に反映できるよう、各関係部署と情報交換を行いながら提案や対応策など 

細やかに行えたらと考えています。 

 

Ｑ：そうですか。個人的には今後なにか目標はありますか？ 

Ａ：個人的には介護保険の主治医意見書の担当をしているので、在宅医療や介護保険などについても勉強し、 

患者様に少しでもよいアドバイスができればいいなと思っています。 

資格というのは特にないですが、認定試験に合格しましたので報告します。 

ひとつは平成 9年ごろに 3ヶ月間の講義に出席した後試験を受けたもので、 

『 医科医療保険請求事務者(2級) 』を取得しました。 

もうひとつは平成 16年に、これは試験のみの認定試験で、 

『 診療報酬請求能力事務認定試験(医科) 』の認定を受けました。 

 

 

     皆さん、いかがでしたか？ 

ＮＳＴのメンバーが毎週行っている 

ランチタイムミーティング皆さんも 

ぜひ出席してみてくださいね 

いつか完成された発表を聞くのを 

楽しみにしています。 

 

ＴＴＡＫ新聞のバックナンバーは 

播磨病院ホームページ http://www.harima-hp.jp/main.htm からご覧になれます。      ＢＹ： Ｓ・Ｍ   

来月は… 

栄養科の川嶋明美さんが 

取得されている病態栄養専門師に 

ついてお話をお聞きしたいと思います。 

おたのしみに！ 


